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回答
いただいた質問
成人人体モデル、男女を使ったものと、小児モデルを使ったもので、それぞれ実際の測定値と人

体モデルを用いた結果を比較して過大側であった、値が大きかったので用いることができるという結
論だったが、それがどの程度なのかということがもし分かれば教えてほしい。

回答
前回の作業班でもご説明した通り、文献[1-3]における全身平均SARの数値シミュレーション結果に

よると、解剖学的な数値人体モデルを用いた場合に比べ、箱型ファントムモデルを用いた場合の方が、
より過大な全身平均SAR値を得られていることが報告されている。
具体例を挙げると、文献[3]では788 MHz及び3.5 GHzにおいて、日本人の解剖学的な数値人体モデル

（成人人体モデルであるTaro及び3歳児）と箱型ファントムモデル（IEC 62232で規定される大箱及び
小箱）を用いた場合における全身平均SARの数値シミュレーション結果が比較されている。文献内で
示されている数値でいえば、箱型ファントムモデルを用いた場合の方が、+3%～+135%の範囲で、よ
り過大な全身平均SARの数値シミュレーション結果が得られている。
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